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ゼミ内容: 本ゼミでは，TEXで参考文献を引用する際の BIBTeXの利用方法と，数式モードの利用方
法，および，知っておくべき追加コマンドの説明を行います．また，mikilabスタイルの使用方法につい
ても説明します．

1 BIBTEX

1.1 BIBTEXとは

5月の月例発表会で作成したレジュメには，本文中に
直接参考文献を記述していました．しかし，この方法で

はいちいち入力が面倒な上，文献の再利用が難しく効率

がよいとはいえません．そこで，TEXの本文とは別に文
献のデータベースファイルを作成し，そこから本文に参

照するということを考えます．これを行うのがBibTEX
というフリーソフトです．

この章では，まずデータベースファイルの作り方につ

いて説明し，次に TEXの文書への参照の仕方を説明し
ます．

1.2 文献データベース

ここでいう文献データベースとは，文献を特定の書

式にしたがって並べたテキストファイルのことを指しま

す．文献データベースは Fig. 1のような書式にしたがっ
て作成し，拡張子を.bib1として保存します．たとえば，

GA.bib，SA.bibといった具合にデータベースファイ

ルを作成し，その中に参考にした文献の情報を書き込ん

でいくわけです．

� ✏
@book{ cheese,

author = " Spencer Johnson, M.D.",

yomi = " Spencer Johnson, M.D.",

title = " チーズはどこへ消えた？",

publisher = " 扶桑社",

year = 2000,

}
✒ ✑

Fig. 1 文献データベース (sample.bib)

Fig. 1では@bookで始まっているため参考文献が書
籍であることがわかりますが，参考文献が書籍以外にも

たとえば雑誌，論文，ホームページなどの場合は書式が

1bibliography(参考文献) の bib

多少異なってきます．

Fig. 1のように，書籍のデータには参照名 (ラベル)，
著者名など様々な属性がありますが，この中には必ず記

述しなくてはならないものと記述しなくてもよいものの

2種類があります．書籍の場合，著者名，書名，出版社
名，出版年は必ず記述しなくてはならないのですが，シ

リーズ名や巻数などは必ずしも記述する必要はありませ

ん．この辺りの細かい話は後述するとして，次に作成し

たデータベースから TEXの本文に引用する方法を説明
します．

1.3 参考文献の引用

ここでは，前節の Fig. 1で作成した文献データベー
スを sample.bibという名前で保存したとしてそのデー
タベースを参照してみます．参照するための原稿ファイ

ルは次のようになります．

� ✏
\begin{document}

新しい方向に進めば、新しいチーズが見つかる。

\cite{cheese}

\bibliographystyle{junsrt}

\bibliography{sample}

\end{document}
✒ ✑

Fig. 2 ソースコード

このように，引用したい場所に\cite{（参照名）}と

いう書式で記述します．また，\end{document}の前に

\bibliographystyle{junsrt}

\bibliography{sample}

と記述します．\bibliographystyle{}の引数は，デ

フォルトでは jplainとなっていると思いますが，ここで

は junsrtを用います．junsrtにすると，参考文献は本

文中で参照した順番に出力されます．\bibliography{ }
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� ✏
新しい方向に進めば、新しいチーズが見つかる。1)

参考文献

1) M.D. Spencer Johnson. チーズはどこへ消えた？
扶桑社, 2000.

✒ ✑

Fig. 3 出力結果

の中にデータベースファイル名を拡張子はつけずに入力

します．この状態で，いつも通りに文書をコンパイルす

ると Fig. 1.3のように出力されます．

1.4 秀丸マクロを用いたBIBファイルの作成

前節までで述べたように，BIBファイルで扱う文献の
種類は多く，またそれぞれについて設定できる属性も異

なっているため，それらをいちいち手作業で打ち込んで

いたのではとても面倒です．そこでこの面倒な入力を簡

略化するために，秀丸エディタ用のマクロをが用意され

ています．ここでは，このマクロのインストール方法お

よび利用方法を説明します．

1.5 BIBマクロのインストール

BIBマクロのインストールおよび動作確認は以下の手
順によって行うことができます．

1.　BIBマクロを以下のURLからダウンロードします．
http://mikilab.doshisha.ac.jp/dia/seminar/latex/misc/bib.mac

2.　ダウンロードしたマクロを秀丸エディタのマクロ
フォルダにコピーします．

マクロフォルダは，デフォルトでは

C:￥Program Files￥Hidemaru

となっています．

3.　マクロの実行
マクロが正しくインストールされたかどうか確認する

ために次にマクロを実行してみます．秀丸エディタを起

動し，メニューのマクロ (M)－マクロ実行 (X)を選択

します (Fig. 4)．すると，マクロ実行というウィンドウ
が表示されます．ここで，先ほどコピーした bib.mac

を選択し「OK」をクリックしてください．正しく動作
すれば，Fig. 5のようなメニューが表示されます．

4.　マクロの動作確認
マクロの動作を確認するために，表示されたbib.mac

のメニューから book:書籍を選択してください．秀丸エ

ディタに次のように入力されれば，マクロは正しく動作

しています．� ✏
@book{ *,

author =" * ", %% または editor = " * ",

yomi =" ",

title =" * ",

publisher =" * ",

volume =" ", %% または number = " ",

series =" ",

edition =" ",

note =" ",

month = ,

year = * ,

}
✒ ✑

Fig. 4 マクロの実行

Fig. 5 マクロの選択

1.6 BIBマクロによる入力

Bibマクロでは，参考文献としてよく利用するであろ

う 8種類の文献を扱うことができます．Table 1にその
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8種類を載せておきます．

Table 1 BIBマクロで扱える文献
book 書籍

article 雑誌記事，論文誌の論文

inbook 書籍の一部 (章やページ)

manual 技術文書 (マニュアル)

masterthesis 修士論文

phdthesis 博士論文

techreport 研究機関の研究報告・技報

misc その他

これら 8種類の文献は，それぞれ入力することのでき
る属性が異なっています．各属性の意味を Table 2に示
します．

属性を入力する際の注意する点として，文献の種類を

選択するとたとえば先ほどのような属性入力欄が作成さ

れるわけですが，*がついた属性は必ず入力してくださ
い．*がついていない属性は入力しなくても結構ですし，
削除してもらっても結構です．

また，今の状態では文献データベースを作成するた

びに，メニューのマクロ (M)－マクロ実行 (X)という
作業を行わなくてはならないので非常に面倒です．秀

丸エディタではマクロに任意のショートカットキーを割

り当てることができるので，bib.macにもショートカッ
トキーを割り当てると非常に便利になります．ショート

カットキーの設定については，秀丸ヘルプの「キーの割

り当て」の項を参照してください．

1.7 TEXMACによる入力

秀丸のマクロであるTEXMACを利用することで，TeX
文書への文献データベースの引用を簡単に行うことがで

きます． TeXファイルを新規に作成する際に「Ctrl＋
￥」でTeX MACマクロを起動し，表示されたメニュー
の中の「参考文献」を「junsrt」に変更し，「文献ファイ
ル」に作成した文献データベースファイルを指定します

(Fig. 6)．このとき拡張子 (bib)は必要ありません．
設定を変更したら，「この設定で実行」をクリックして

ください． 設定したとおりに，

\bibliographystyle{junsrt}

\bibliography{(bibファイル名)}

が記述されます．

以上で BibTEXの説明は終わりです．

Fig. 6 TEXMACの設定
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Table 2 各属性とその意味
属性名 意味

address publisher（発行元）の住所

annote メモ，注釈．通常の文献スタイルでは無視されます．

author 文献の著者

booktitle 書籍の表題名

chapter 章や節などの番号

crossref 文献リスト中で相互参照される文献のラベル

edition 書籍の版数．第２版や Secondのように指定する

editor 編集者名

howpublished 出版形態が特殊な場合に，その出版形態を説明する

institution 技報などを出版した，研究所などの名前

journal 雑誌名

key authorや editerが存在しない文献において並べ替えを行うときに利用される文字列

month 刊行月

note 文献に対する注意事項

number 新聞，雑誌などの号数．

organization 会議などを主催した団体や，文書の編纂を行った団体

pages ページ番号．”13”や”74–93”，”256+”のように指定する．

publisher 発行元名．出版社名．

school 論文が提出された学校名

series シリーズ名

title 表題名

type @techreportの種別

volume 巻数

year 刊行年．まだ刊行されていない場合は執筆された年．
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2 数式

2.1 数式モード

LATEXは通常、「段落モード」と呼ばれるモードか「LR
モード」と呼ばれるモードのどちらかで動作しています。

段落モードとは、単語や文などの原稿を文章のかたまり

として取り扱い、行や段落やページに分割していきます。

これに対して、LRモードは表などを組版するときに使
用され、このモードのなかでは改行が起こりません。

このほかに、LATEXにはもう１つの動作モードがあり
ます。それが、数式を取り扱う際の動作モードである

「数式モード」です。以下では、この数式モードが段落

モードや LRモードと異なる点について説明します。

2.1.1 空白

数式モードでは、TEXやLATEXの命令の区切りを示す
以外の半角空白はまったく無視されます。つまり、"$x + 1$"

と"$x+1$"、さらには"$ x +1$"も、すべて同一

の出力 x+ 1となります。
それでは、数式中で空白を制御する場合にはどうする

のかというと、次ページのTable 3のような命令を使用
します。

TEXも LATEXも、ほとんどの場合は自動的に適切な
空白制御を行って数式を組版してくれますが、時には自

分で細かく空白を調節したほうが美しい結果になること

があります。例えば、次の例を考えてみます。

(1)
∫ ∫

D

f(x, y)dxdy

(2)
∫∫

D

f(x, y) dx dy

上の出力結果を見ても分かる通り，(1)の式よりも (2)
の式の方が見栄えが良いと思います。これは、”dx”、”dy”
のまえに Y,命令により空白を入れ，それぞれの積分記
号のあいだの空白をY!命令により狭めているからです。
以下に、(1)、(2)の式のソースを示します。

Y begin{eqnarray*}

Y int Y int_D f(x,y)dxdy Y Y

Y int Y !Y !Y ! Y int_D f(x,y)Y ,dxY ,dy
Y end{eqnarray*}

2.1.2 文字列の扱い

数式モードに記述された文字列は，原則としてすべ

て数式（変数）とみなされ、数式用に用意された特殊な

イタリック体（数式イタリック体）で出力されます。例

えば、”diff (a)”という出力を得たい場合に"$diff(a)$"

と記述すると、”d”、”i”、”f”、”f”はそれぞれ個別の
変数として扱われ、”diff(a)”と出力されてしまいます。

このようなとき、本文中のイタリック体と同様の出力

を得るには、"$Ymathit{diff}(a)$"と書きます。同様

に、”Hom2(T )”という出力を得たい場合には、
"$Ymathrm{Hom}_2(T)$"のように記述しなければなり

ません。

ここで、数式モードで使える基本的な書式を Table 4
に示します。

Table 4で示した命令は、数式中の変数などの出力に
利用しますので、引数のなかも数式モードです。した

がって、引き数のなかの半角空白は無視されます。

また、Ymathnormal命令によって出力される「標準
的な書体」とは、デフォルトでは数式イタリック体のこ

とです。

2.1.3 添え字

数式モードでは文字に添え字を付けることができます。

下添え字は_記号、上添え字は^記号に続けて書きます。

これらは同時に指定することができるため、たとえば、

数式中で a^i_jと書けば ai
jのようになり、Yint_a^bと

書けば
∫ b

a のようになります。添え字の配置は、式が用

いられる場所などに応じて LATEXが自動的に決めます
ので、ユーザは気にする必要がありません。

また、x(k−1)
j+1 のように、添え字が式のような複雑の文

字列からなる場合には、$x_{j+1}^{(k-1)}$のように

上添え字部と下添え字部を{と}とでくくっておきます。

2.2 基本的な数式環境

LATEXには様々なバリエーションの数式を出力するこ
とができるように、いくつかの数式環境が用意されてい

ます。ここでは、それらの数式環境のうち比較的使用頻

度の高いものに絞って説明します。

2.2.1 math環境

math環境は、本文中に数式を出力する環境です。た
とえば次のように使用します。

二次関数

Ybegin{math}
y = x^2

Yend{math}
のグラフは放物線である。

上のソースの組版結果は以下のようになります。

二次関数 y = x2 のグラフは放物線である。

しかし、本文中でいちいちmath環境を使用している
と、文章のつながりがよくわからなくなってしまうので、

普通は数式を$と$や、Y(と Y)で囲んですませます。た

いていの人は、$と$とを好んで使用しているようです。

つまり、先ほどの例は以下のようにも記述でき、同じ

出力結果を得られます。
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Table 3 数式モード内での空白制御命令
命令 空白 数式モード以外での使用

Y_ 半角の空白 可

Yquad 全角の空白（クワタ） 可

Yqquad ２個のクワタ 可

Y, 細スペース（クワタの 1
6） 可

Y> 中スペース（クワタの 2
9） 不可

Y; 太スペース（クワタの 5
18） 不可

Y! 負の細スペース（クワタの − 1
6） 不可

Table 4 数式モード中で本文用の書体を使用するための命令
書体名 命令と使用例 出力例

ローマン体 Ymathrm{A B C D E F} ABCDEF

ボールド体 Ymathbf{A B C D E F} ABCDEF

サンセリフ体 Ymathsf{A B C D E F} ABCDEF

イタリック体 Ymathit{A B C D E F} ABCDEF

タイプライタ体 Ymathtt{A B C D E F} ABCDEF

カリグラフィック体 Ymathcal{A B C D E F} ABCDEF
明朝体 Ymathmc{A B C あ 亜} ABC あ亜

ゴシック体 Ymathgt{A B C あ 亜} ABC あ亜

標準的な書体 Ymathnormal{A B C D E F} ABCDEF

二次関数 $y = x^2$ のグラフは放物線である。

2.2.2 displaymath環境

displaymath環境は、数式を別行立てで出力する環境
です。別行立ての数式は標準では行の中央に出力され

ます。

同様の働きをする命令として Y[と Y]の組み合わせが

あります。

以下に、displaymath環境の使用例を示します。

以下に示すのが、displaymath環境の出力例である。
Ybegin{displaymath}
y = ax^2 + bx + c

Yend{displaymath}
これに対して次に示すのが、

数式を”Ytexttt{Yyen}Yverb|[|”と
”Ytexttt{Yyen}Yverb|]|”で
囲んだ出力例である。

Y[y = ax^2 + bx + cY]

このソースの組版結果は以下のようになります。

以下に示すのが、displaymath環境の出力例である。

y = ax2 + bx+ c

これに対して次に示すのが、数式を”Y[”と”Y]”で囲ん
だ出力例である。

y = ax2 + bx+ c

通常の数式を入力するには、math環境と displaymath
環境の２つを使用すれば十分でしょう。しかし、より本

格的な数式を入力するためには、以降に示す環境を使用

します。

2.2.3 eqnarray環境

eqnarra環境は別行立ての数式を複数出力するための
環境です。環境内の各行には自動的に番号が付けられま

す。番号の出力形式は、Table 5に示すように利用する
クラスファイルによって異なります。

Table 5 数式番号の出力形式
クラスファイル 出力形式 例

jarticle （数式番号） (10)

jreport, jbook （章番号.数式番号） (2.5)

jreportクラスや jbookクラスの場合、数式番号は章
が変わるたびに初期化され、１から数えられます。それ

に対して jarticleクラスでは、文書を通じて通し番号と
なります。
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もし、どの行にも番号を付けたくないなら、環境名を

eqnarray*としてください。
以下に、eqnarray環境の使用例を示します。

初等関数とは、だいたい次の関数のことをいう。

Ybegin{eqnarray}
y = a_n x^n + a_{n-1} x^{n-1} +

Ycdots + a_1 x + a_0 YY

y = Ysin x YY

y = Ycos x YY

y = Ytan x YY

y = e^x YY

y = Ylog x

Yend{eqnarray}

このソースの組版結果は以下のようになります。

初等関数とは、だいたい次の関数のことをいう。

y = anx
n + an−1x

n−1 + · · ·+ a1x+ a0 (1)

y = sinx (2)

y = cosx (3)

y = tanx (4)

y = ex (5)

y = log x (6)

また eqnarray環境では、上の例を若干変更するだけ
で、次のように出力することもできます。

初等関数とは、だいたい次の関数のことをいう。

y = anx
n + an−1x

n−1 + · · ·+ a1x+ a0 (7)

y = sinx (8)

y = cosx (9)

y = tanx (10)

y = ex (11)

y = log x (12)

この例では、各行の数式を出力において”=”という関
係子で揃えたわけです。このように出力するには、以下

のように記述します。先ほどの例と比べると、=の両側
に&記号を記述していることが確認できると思います。

初等関数とは、だいたい次の関数のことをいう。

Ybegin{eqnarray}
y &=& a_n x^n + a_{n-1} x^{n-1} +

Ycdots + a_1 x + a_0 YY

y &=& Ysin x YY

y &=& Ycos x YY

y &=& Ytan x YY

y &=& e^x YY

y &=& Ylog x

Yend{eqnarray}

2.3 分数

LATEXにおいて分数を書く命令は Yfracで、第１引数
に分子を、第２引数に分母を指定します。

Y[

y = Yfrac{1}{x+1}
Y]

例えば、上の例は次のように出力されます。

y =
1

x+ 1

また、次のように本文中の数式で分数を用いると、別

行立ての場合とは若干異なる書式で出力されます。

分数関数 $y=Yfrac{1}{x+1}$について考えてみます。

出力は次のようになります。

分数関数 y = 1
x+1 について考えてみます。

このように、分子と分母がかなり小さな文字で出力さ

れてしまいます。「これでは字が小さすぎる」と思う人

は、次のように記述するのも良いでしょう。

分数関数 $y=1/(x+1)$について考えてみます。

この出力結果は以下のようになります。

分数関数 y = 1/(x+ 1)について考えてみます。

あるいは、次のように出力したい場合には、Ydisplaystyle
という命令を使用します。Ydisplaystyle命令は、本文中
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の数式を別行立ての数式と同じスタイル（ディスプレイ

スタイル）で出力するための命令です。この命令は、分

数に限らず任意の数式命令に効力を発揮します。

分数関数 y =
1

x+ 1
について考えてみます。

この出力は次のソースから得られます。

分数関数 $Ydisplaystyle y = Yfrac{1}{x+1}$について
考えてみます。

2.4 行列

LATEXで行列を表現する方法はいくつか存在します。
ここでは、最も基本的といえる array環境について説明
します。

2.4.1 基本的な書式

まず、array環境の基本的な例を以下に示します。

Y[

Ybegin{array}{cc}

a & b YY

c & d

Yend{array}

Y]

出力結果は以下のようになります。

a b

c d

上記のように、array環境には引数を指定します。こ
の引数には tabular環境と同じく l、c、rの３つの文字を
使用し、配列要素についての情報を指定します。また、

各要素の区切りを&記号で表し、各行の区切りを YY命令

で表すところも tabular環境と同じです。
なお、各行の最後の要素の後ろに&記号を書いてはい

けません。また、最後の行の後ろに YY命令を書いても

いけません。

2.4.2 括弧で囲む

通常、行列やベクトル（座標）は括弧でくくって記述

しますが、array環境は行列要素を並べるだけの命令な
ので、括弧は出力しません。

そのため、括弧を出力するには以下に示すように、原

稿中に (や)を記述する必要があります。

( Y[
Ybegin{array}{cc}

a & b YY

c & d

Yend{array} )
Y]

この出力は以下のようになります。

(
a b

c d
)

上記のように、array環境の場合は単純に括弧を記述
するだけでは、非常に不格好な出力となります。

しかし、LATEX には、このようなときに括弧の大き
さを自動的に調整してくれる命令があります。それは、

Yleftおよび Yrightという命令です。以下にその使用例
を示します。

Y[

Yleft(
Ybegin{array}{cc}

a & b YY

c & d

Yend{array}

Yright)
Y]

この出力は以下のようになります。

(
a b

c d

)

2.4.3 中心線の位置

array環境は、オプション引数によって中心線の位置
を指定できます。「中心線の位置」というのは、TEXが
想定する組版方向（横組みなら水平方向）に数式を貫く

不可視の線のことです。例えば、−5+ 4 = −1という数
式があったとき、TEXは −記号を結ぶ直線を中心線と
して扱っていて、数式同士でこの中心線の高さが揃うよ

うに配置を決定しています。

array環境の場合、デフォルトで中心線は配置の中央
を貫いていますが、Table 6に示すオプション引数を指
定することで、この中心線の位置を変更することができ

ます。

TEXは数式の中心線の高さが揃うように組版を行う
ため、中心線を変更することで、例えば次のような出力
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Table 6 array環境のオプション引数
文字 中心線の位置

t 行列の最上行

b 行列の最下行

を得ることができます。

x−
a1

...
an

− b1
...
bn

+

c1
...
cn

この出力は、次の原稿によって得ることができます。

Y[ x - Ybegin{array}{c}
a_1 YY

Yvdots YY
a_n

Yend{array}

- Ybegin{array}[t]{c}
b_1 YY

Yvdots YY
b_n

Yend{array}

+ Ybegin{array}[b]{c}

c_1 YY

Yvdots YY
c_n

Yend{array}

Y]

2.5 特殊文字や数学記号など

数式モードでは，さまざまな記号を使用することがで

きます。ここでは、数式モードで利用可能な記号類の出

力について説明します。

2.5.1 ギリシャ文字

ギリシャ文字は数式モードでのみ出力可能です。

ギリシャ文字を出力する命令は、その英語名のまえに

Y記号を付けたものです。ただし、オミクロンはアルファ

ベットの Oや oと同一なので、特別なフォントは用意
されていません。一覧を Table 7に示します。
また、ギリシャ文字の小文字のいくつかには、Table

8に示すように Table 7に示したのとは異なる異書体が
存在しています。特に、εや ϕは、数学ではこちらを用

いるほうが自然でしょう。

Table 7 ギリシャ小文字
命令 出力 命令 出力

Yalpha α Ynu ν

Ybeta β Yxi ξ

Ygamma γ o o

Ydelta δ Ypi π

Yepsilon ε Yrho ρ

Yzeta ζ Ysigma σ

Yeta η Ytau τ

Ytheta θ Yupsilon υ

Yiota ι Yphi φ

Ykappa κ Ychi χ

Ylambda λ Ypsi ψ

Ymu µ Yomega ω

Table 8 ギリシャ小文字の異体文字
命令 出力 命令 出力

Yvarepsilon ε Yvarrho -

Yvartheta ϑ Yvarsigma ς

Yvarpi 0 Yvarphi ϕ

ギリシャ文字の大文字を出力する命令は、Yに続くそ

の英語名の先頭を大文字にしたものです。一覧を Table
9に示します。

Table 9 ギリシャ大文字
命令 出力 命令 出力

YGamma Γ YSigma Σ

YDelta ∆ YUpsilon Υ

YTheta Θ YPhi Φ

YLambda Λ YPsi Ψ

YXi Ξ YOmega Ω

YPi Π

なお、Table 9に記した以外のギリシャ大文字は、ア
ルファベットの大文字とまったく同一です。

2.5.2 数式アクセント

数式モードでは、段落モードで用いるようなアクセン

ト命令ではなく、専用のアクセント命令を利用しなけれ

ばアクセントを出力することができません。

ここでは、aにアクセントを付ける例を Table 10に
示します。

また、数式アクセントのなかには次の Table 11のよ
うなものもあります。
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Table 10 数式アクセント
命令 出力 命令 出力

Yhat{a} â Ytilde{a} ã

Ycheck{a} ǎ Ybar{a} ā

Ybreve{a} ă Ydot{a} ȧ

Yacute{a} á Yddot{a} ä

Ygrave{a} à Yvec{a} 1a

Table 11 大きな数式アクセント
命令 出力

Yoverline{x+y} x+ y

Yunderline{x+y} x+ y

Ywidehat{x+y} x̂+ y

Ywidetilde{x+y} x̃+ y

Yoverbrace{x+y}
︷ ︸︸ ︷
x+ y

Yunderbrace{x+y} x+ y︸ ︷︷ ︸
Yoverrightarrow{x+y}

−−−→
x+ y

Yoverleftarrow{x+y}
←−−−
x+ y

2.5.3 省略を表す３つの点

TEXには省略を表す記号がいくつか用意されていま
す。一覧を Table 12に示します。

Table 12 省略を表す３つの点
命令 出力 数式モード以外での使用

Yldots . . . 可

Ycdots · · · 不可

Yvdots
... 不可

Yddots
. . . 不可

2.5.4 関係子と演算子

LATEXは、Table 13と Table 14に示すような関係子
と演算子を用意しています。

2.5.5 数学記号

数式中では、いくつかの独特の記号を用います。代表

的なものには、プランク定数の �、集合の濃度を表す ℵ、
無限大を表す∞、空集合を ∅などがあります。LATEXで
は、これらの数学記号も出力することができます。一覧

を Table 15に示します。

2.5.6 大きな数学記号

数式では、次のようにある演算を添え字集合で行いた

いという場合があります。

n∑
k=1

ak

このような大きな数学記号を出力する命令には，Table
16に示すものがあります。

2.5.7 関数

”sinx”と出力するつもりで”sin x”という原稿を書く
と、出力は”sinx”になってしまいます。これでは非常に
具合が悪いので、LATEXでは、Table 17に示すように、
いくつかの関数や記号を命令として用意しています。

一般的に使用頻度の高い sinや logなどは、その関数
名のまえに Y記号を付ければそのまま命令になります。

2.5.8 根号

根号を表すには Ysqrtという命令を用います。たと

えば
√
xと出力するには、Ysqrt{x}と記述します。３

乗根のように 3
√
xと出力したい場合には、オプション引

数を使用して Ysqrt[3]{x}とします。

根号を表すには、ほかに Yrootや Yofという命令を

使用することもできます。この場合、Yroot命令と Yof

命令とのあいだに記述された式が根号の肩に乗り、そ

の後ろの１文字が根号のなかに収められます。１文字以

上を根号のなかに収めるには、それを{と}とでくくら

なくてはいけません。つまり、 n+1
√
x+ 1と出力するに

は、”Yroot n+1 Yof{x+1}”のように記述します。

2.5.9 矢印類

数学では、数多くの矢印類を使用します。LATEXでは
Table 18に示すような矢印が用意されています。

Table 18 矢印類
命令 出力 命令 出力

Ygets(Yleftarrow) ← Ylongleftarrow ←−
YLeftarrow ⇐ YLongleftarrow ⇐=
Yto(Yrightarrow) → Ylongrightarrow −→
YRightarrow ⇒ YLongrightarrow =⇒
Yleftrightarrow ↔ Ylongleftrightarrow ←→
YLeftrightarrow ⇔ YLongleftrightarrow ⇐⇒

2.5.10 括弧と区切り記号

数式では、数多くの括弧と区切り記号を使用します。

LATEXでは Table 19に示すような括弧と区切り記号を
利用することができます。

また、Table 20のようにすることで括弧のサイズを
指定することも可能です。
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Table 13 関係子
命令 出力 命令 出力 命令 出力 命令 出力

Yle ≤ Yge ≥ Ysubset ⊂ Ysupset ⊃
Ysubseteq ⊆ Ysupseteq ⊇ Yin ∈ Yni �
Ynotin /∈ Ysimeq � Ycong ∼= Yequiv ≡

Table 14 演算子
命令 出力 命令 出力 命令 出力 命令 出力

Yast ∗ Ytimes × Ydiv ÷ Ypm ±
Ycap ∩ Ycup ∪ Ybullet • Ycirc ◦
Ycdot · Yoplus ⊕ Yotimes ⊗ Yodot (

Table 15 数学記号
命令 出力 命令 出力 命令 出力 命令 出力

Yaleph ℵ Yhbar � Yinfty ∞ Yemptyset ∅
Yangle ∠ Yforall ∪ Yexists • Yneg ¬

Table 16 大きな記号
命令 出力 命令 出力 命令 出力

Ysum
∑

Yprod
∏

Yint
∫

Yoint
∮

Ybigcap
⋂

Ybigcup
⋃

Table 17 数学関数
命令 出力 命令 出力 命令 出力 命令 出力

Ysin sin Ycos cos Ytan tan Yarcsin arcsin

Yarctan arctan Yexp exp Ylog log Ylim lim

Ymax max Ymin min Yarg arg Ydet det

Table 19 LATEXで利用可能な括弧と区切り記号
原稿 出力 原稿 出力 原稿 出力 原稿 出力

( ( ) ) [ [ ] ]

Y{ { Y} } Ylfloor , Yrfloor -
Ylceil . Yrceil / Ylangle 〈 Yrangle 〉
/ / Ybackslash \ | | Y| ‖

Table 20 括弧のサイズを指定する命令（開き括弧として扱われ、括弧のまえに空白を空ける）
命令 無指定 Ybigl YBigl Ybiggl YBiggl

使用例 $($ $Ybigl($ $YBigl($ $Ybiggl($ $YBiggl($

出力 (
( ( ( (
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3 知っていると便利な環境や命令

この節では，TEXで文書を作成するときに知っている
と便利な環境や命令を紹介します．

3.1 screen環境

screen環境はその環境内に書かれた文章を丸い枠で囲
むものです．コンピュータへの入力や出力，プログラム

のソースなどをこの枠で囲むと文書中で目立たせること

ができるので便利です．

＜ソースコード＞
\begin{screen}

この中に書かれた文書は丸い枠で囲まれて出力されま

す．ただし，枠はページをまたげないので，そのあたり

の注意が必要です．

\end{screen}

＜出力結果＞� ✏
この中に書かれた文書は丸い枠で囲まれて出力され

ます．ただし，枠はページをまたげないので，その

あたりの注意が必要です．
✒ ✑
3.2 minipage環境

minipage環境は，その環境の中身を独立した小さな
一つのページとして扱えるものです．minipage環境を
使うことで，図を２つ並べて横に表示したり，図の横に

テキストを表示する，ということが可能になります．

サンプル１：図を２つ横に並べる
＜ソースコード＞
\begin{figure}[htbp]

\begin{center}

\begin{minipage}{0.4\linewidth}

\includegraphics[width=\linewidth]{img/figl.eps}

\caption{左の図}

\label{minipage1}

\end{minipage}

\hspace{2mm}

\begin{minipage}{0.3\linewidth}

\includegraphics[width=\linewidth]{img/figr.eps}

\caption{右の図}

\label{minipage2}

\end{minipage}

\end{center}

\end{figure}

サンプル２：図の横にテキストを配置する
＜ソースコード＞

＜出力結果＞

Fig. 7 左の図
Fig. 8 右の図

\begin{figure}[htbp]

\begin{center}

\begin{minipage}{0.4\linewidth}

\includegraphics[width=\linewidth]{img/star.eps}

\caption{流れ星の絵}

\label{star}

\end{minipage}

\hspace{2mm}

\begin{minipage}{0.5\linewidth}

左に書かれている図は，流れ星である．このサンプルの

ように，テキストも minipage環境で囲まないとうまく

いかないので，注意すること．

\end{minipage}

\end{center}

\end{figure}

＜出力結果＞

Fig. 9 流れ星の絵

左に書かれている図は，流れ

星である．このサンプルのよ

うに，テキストもminipage
環境で囲まないとうまくい

かないので，注意すること．

3.3 description環境

description環境は，見出し語付きで箇条書きを書く
ための環境です．

＜ソースコード＞
\begin{description}

\item[plain \TeX] D.E.Knuthが開発したマクロパッ

ケージ

\item[\LaTeX] Leslie Lamportが開発したマクロパ

ッケージ
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\item[\LaTeXe] \LaTeX の最新バージョン

\end{description}

＜出力結果＞

plain TEX D.E.Knuthが開発したマクロパッケージ

LATEX Leslie Lamportが開発したマクロパッケージ

LATEX2ε LATEXの最新バージョン

上のサンプルにあるように見出し語にしたい語は []で
くくることによって指定します．出力結果を見てもらう

とわかると思いますが，各見出し語の後の解説は先頭部

分はそろいません．

3.4 list環境

list環境を使えば，自由にカスタマイズした箇条書き
を書くことが可能です．

＜ソースコード＞
\begin{list}{◆}{%

\setlength{\itemsep}{0pt}%

\setlength{\parsep}{0pt}%

}

\item 最初の項目

\item 次の項目

\item 最後の項目

\end{list}

＜出力結果＞

◆ 最初の項目

◆ 次の項目

◆ 最後の項目

list環境では，上のサンプルのように第１引数に項目
の前に表示する記号を指定し，第２引数では様々な設定

の値を変更します．list環境は使い方次第で非常に便利
なものになります．詳しくは参考文献をご覧ください．

3.5 設定値の変更

行送りを変更したり，行の幅を変えるといったことを

行うためには setlength命令を使って，各種の設定値を
変更します．

＜ソースコード＞
\begin{flushleft}

\setlength{\baselineskip}{10pt}

現在，行送りをかなり小さめにとっています．よって，

次の行がかなりつまって表示されていると思います．な

お，この例のように行送りを変えたい部分だけを環境で

くくるようにしないと設定以降すべてでこの現象が起き

てしまいます．

\end{flushleft}

＜出力結果＞

現在，行送りをかなり小さめにとっています．よって，
次の行がかなりつまって表示されていると思います．
なお，この例のように行送りを変えたい部分だけを環
境でくくるようにしないと設定以降すべてでこの現象
が起きてしまいます．

3.6 自分用のマクロの作成

TEXやLATEXは多くのマクロで構成されています．当
然，自分でもマクロを定義して利用することができます．

マクロを定義するためには，newcommand命令を使い
ます．マクロには，引数なしと引数ありの２種類のマク

ロを定義することができます．

＜ソースコード＞

\newcommand{\dog}{犬は動物である}

\newcommand{\animal}[1]{#1は動物である}

\dog

\animal{猫}

\animal{馬}

＜出力結果＞

犬は動物である

猫は動物である

馬は動物である

上のサンプルでは，引数なしのマクロである dogと引
数ありの animalを定義しています．animalは，引数を
指定することで違った出力結果を得られているのがわか

ります．このサンプルを見るとわかるように，引数の参

照には，“#引数の番号”とします．
マクロを定義しておけば，文書中で何回も繰り返して

書くような部分がある場合にマクロを修正するだけで文

書全体が修正できるのでより効率的に文書を作成するこ

とができるようになります．

参考文献
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